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サイトキヤップの肴として魚の切り身′を買い求める。漁獲された時はどのような4(
あつた鋭 ま日らない。カマトトではない。本当:、1知らない。それではということで、r(1
な切り身で泳いでいるのではないシリースをク静うることとしました。
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「切り落とし」として店頭
に並びます。写真両方で 1

八千代・ゆりのき台3.「カスミゆりのさと絆i」
瞭観 真鯛刺身用 圏 D」 709 ¥476税別
2024/12/24.

鯛はべらぼうにおいしいものだという思
いこみがある。たまに食べるがそれほど旨
いとは感じない。高級料亭だとおいしいの

だろう。そしてお値段はべらばうなのだろう。

鯛は大相撲の関取が昇進祝いでぶら下げるため :こ

存在する、と思うことにしよう。
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舟。「切り身|より旨い気がするし、懐に少しではある
がやさししヽ。ほかに「かま」「あら」というのもあり、
どれも私

`檄
子みです。
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切り身の見た目はタイと同じ。それなりに

おいしい。店で見かけること:ま少ない。磯釣

りで喜ばれる代表的な魚だそうです。
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E覇言40 cm 粉稲 」じ鶴菫より南の日本1各|:地の岸近く、フィリピン
際麗1定圏鳳
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1らなど 1房1雇1グレ (高知、オ醐畑」)、 クロアイ

(自動、ツカヤ (舞鶴)塗国冬おいしい
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「つま」として菊が添えられていました。本物の菊で

川で1年●毎で1-2年育ち川で拗 ち冬に卵をうむ
歴長 90cm l分司北太平洋 隔日 流勧岡
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生徒の時に母が用意してくれた弁当の
おかず(脚塩じやけだつた。うまかつた。
辛かつた。このおかずの元の新巻鮭_|こり
るのはギンザクの他にべニザケ、シロザ
ケ、マスノスク、マスなど。
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年に一度くらいウナギ1匹食ベノ:
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からといつてばちは当たらないだろう、と勇気を奮 ,′

値札を見て、今日はアナゴにしておこうと方針変更。ウ
ナギの味ってどんなだ⊃たつけという私の味覚にはア
ナゴで必要十分。

生は国にしなしヽこと、と資料にある。々ンパク管1生の

り(,花シリースの対象です。和食の「つま ||よ、見た目の添え物としてだけでなく滅菌
とか□直しと力動 きを受け持ちます。萎じ本的にすべて食べることができます。ありが
た_ぐ目味しましよう。
'弓
真の菊は国にしイ【みましたが無味。菊は胡麻和えがよろしいようです。
111足ですが、「つま」は、漢宇rで 1よ「妻」と書く。人間の「妻」
1の添え1物扱いされていた時代の名付けです。近ごろは食え

マを更かけます。

1尋 11菊 :中国原産鵜 用キクのうち、香鋼 く通常1鑽色、中月畑 tを付
t'る。花・葉を三杯酢などd割九 日菊 (あまざく)。
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稔を持つ。体表のぬるぬるも神経毒を含む。生で食べo前に触る段階から危険だ。.特牛′|

薔を出しなわヾらかば焼きに行きついた先祖は、ア=ナゴを見て、旨:｀′
=違
いない、

しても喰つてやる、と挑んだのに違いない。
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